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１．本日の授業背景

２．授業の振り返り
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１．本日の授業背景

２．授業の振り返り
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引用：平成28年7月19日 中央教育審議会 教育課程部会（資料２）

未知の状況にも
対応できる力
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小学校理科の目標

自然の事物・現象についての問題を科学的に解決する

ために必要な資質・能力の育成を目指す

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

問題を科学的に解決する
科学的な手続きを重視しながら解決していく
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科学的でない思考

思い込み

絶対これが正しい

合意

みんなと同じ

同調
あの人なら
間違いない

無批判に受け入れてしまう課題



z平成30年度全国学力・学習状況調査

△実験結果を基により妥当な考えに改善することに課題。

質問紙調査

引用：国立教育政策研究所(2018)「平成30年度 全国学力・学習状況調査 報告書 児童生徒一人一人の学力・学習状況に応じた学習指導の改善・充実に向けて 質問紙調査」

当てはまる
どちらかというと
当てはまる 当てはまらない

どちらかというと
当てはまらない 当てはまる

どちらかというと
当てはまる 当てはまらない

どちらかというと
当てはまらない

※令和4年度の調査では、やや改善がみられたものの依然として課題である。
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非科学的な思考

科学的な思考

敏感

科学的思考力の育成

本当にこれでよいのか？

批判的思考

メタ認知能力
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本研究における「不確かさ」の定義

論理的に筋の通った科学的探究をする上で、虚偽や誤
謬の原因となりうる各探究過程における思考の誤りや曖
昧さ、論理の飛躍などのこと。

自他の考えを批判的に捉えることで、科学的
探究過程における「不確かさ」に敏感になるこ
とができる指導法を開発。



z
予想・仮説の設定場面の「不確かさ」

「推理判断」の分類枠組み（小倉,2000）を参考に本研究にて作成

手立て１

「不確かさ」の要素

抽出

批判的に働かせる

「不確かさの『問い』」

設定
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検証計画立案場面の「不確かさ」 結果の処理／考察・結論の導出場面の「不確かさ」

「科学的に解決する」ための基本的な条件(平成29年告示小学校学習指導要領解説理科編)を参考に本研究にて作成
学習目標精緻化法（小倉ら,2015,2016）を参考に本研究にて作成

手立て１
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手立て２

各探究過程における思考の「不確かさ」を
批判的に指摘し合う指導法を設計する。

話合い活動「不確かさ」を批判的に指摘し合う

他者の考えに批判的に思考し、
質問したり指摘したりする経験を積み重ねることができる

考えを見直す契機として、
他者から指摘を受けることができる

小グループ、学級全体で話し合いをすることで、
繰り返し考えを検討することができる
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手立て２

各探究過程における思考の「不確かさ」を
批判的に指摘し合う指導法を設計する。

１.「不確かさ」に関する特別授業を実施する

自分の考えを見直す

※話合いを行う場面：
①予想・仮説の設定 ②検証計画の立案 ③結果の処理／考察・結論の導出

２. 「不確かさ」を批判的に指摘し合う話合い活動を行う

教師の考えに対して指摘する

グループで互いの考えに対して指摘し合う

学級全体で互いの考えに対して指摘し合う
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「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」
サ
イ
ン

ー補助アイテムー

「不確かさ」の問いカード

手立て２

各探究過程における思考の「不確かさ」を
批判的に指摘し合う指導法を設計する。
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個人で考える 教師に対して指摘する 全体で指摘し合う

予想・仮説

実験計画

結果・考察

グループで指摘し合う



z手立て２ 批判的に指摘し合う活動の指導・留意事項

指摘する人

・相手の考えを非難することではない

・相手の考えに対するアドバイス、優しさ

・否定的な表現にならないようにする

指摘される人

・自分の考えが否定されたわけではない

・自分の考えをもっとよくするチャンス

・振り返って、見直してみることが大切

・必ずしも、考えを変える必要はない
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小学校第４学年「もののあたたまり方」
主な領域： A 物質・エネルギー⑵金属、水、空気と温度

金属 予想： 「金属は熱した部分から順に
温まっていくと思う。」

検証計画の立案場面
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フラスコの上の方に示温インク
を塗って、下をあたためればいい。

確かに！

ペットボトルとか。

太字：「不確かさ」の要素

予想との関連

でも、空気の熱が伝わる前に、
フラスコに熱が伝わるから、本物
の結果じゃなくなっちゃう。

ペットボトルでやると、でこぼこ
とかがあるから、そこに当たって動
きが変わっちゃうかもしれない。

条件制御・予想との関連

【仮説】あたためられた空気は上に動くから、上からあたたまるのではないか？

空気 検証計画の立案場面
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１．本日の授業背景

２．授業の振り返り
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本日の授業

水 【問題】 水を熱すると、水はどのような温まり方をしていくの
だろうか？

予想・仮説の設定場面

小学校第４学年「もののあたたまり方」
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本日の授業

水

小学校第４学年「もののあたたまり方」

本当にこれでよいのか？

批判的思考

メタ認知能力

【結論】 水を熱すると上の方から温まるのは、温められた
水が上へ動き、上にたまっていくからである。

【問題】 水を熱すると、水はどのような温まり方をしていくの
だろうか？

温められた水は、
なぜ上にいくのか？温められた水は、
なぜ上にいくのか？

〈児童がもつ素朴な疑問〉
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アイスボールのまわりの水が青色に
変わり、青色の水が下に沈んでいく。

【実験③】冷やされた水の動き

本日の授業

水槽の水(約15℃)：545ｇ お湯(約70℃)：535ｇ

温める前 温めた後

体積が
増えた分

体積は同じ。

重さは軽い。

同じ体積で考えると…

水の比重の違い

【実験②】２つのペットボトルの重さを測る。

お湯を入れたペットボトル
だけが浮き上がる。

【実験①】２つのペットボトルを
水槽に沈め、同時に手を離す。

お湯
(70℃)

水槽と同じ水
(15℃)

児童がもつ素朴な疑問に対して、
さらに追究する活動を展開

事象と原理を結び付けた
より科学的な概念を形成

「深い学び」
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協議の視点

科学的な手続きを重視しながら問題を
解決していく展開となっていたか。


